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drawing up the programm that presents questionnaire on the browser. Another is the server
side programm that manages questionnaire programm and answered data.
　　In　this　paper　we　report　at　first，　how　we　have　the　educational　information　research　in
NIER　digitalized.　Second　we　discuss　the　merit　of　the　research　on　the　lnternet．　After　that
we introduce the characteristics of this system.
　　This system has several characteristics.For example，it reduces the labor of
researcher and answerer. It reduces the cost of the research. And it makes possible to get
the answer at once by using the data communication facility of the Internet.The.interface
of the questionnaire on browser is also friendly for users.There are some considerations
to　exclude mistyping.For　example, selectable input，pre-input　of　the ㎞own data，and　so on.
































用紙回答 テキストファイル 入カプログラム インターネット
回答
機関数
平成3年度（1991）588 361 ・・・ ・・・ ??? 361
平成4年度（1992）631 136 240（0） 376
平成5年度（1993）631 242 161（27） ・・・ ・・・ 376
平成6年度（1994）639 242 150（18） 377
平成7年度（1995）639 216 44（13） 152（15） ・・・ 384
平成8年度（1996）638 225 53（10） 145（29） 384
平成9年度（1997）637 217 41（9） 136（13） ・・・ 372
平成10年度（1998）641 207 27（8） 122（4） 12（2） 354
平成11年度（1999）636 270 25（10） 137（24） 23（7） 417




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































次に、作成したヘルプファイル(EntryH13. Entry0help.html) と Entry0.java 
と関連付けします。そのためにはナビゲーションペインの中の Entry0.java をク 
リックし、内容ペインの中の設計タブをクリックします。 MenuForm プロパティ 
の操作ヘルプに関する helpcommon 項目に先ほど作成した EntryH13. 
Entry0help.html と入力します。以上により、操作ヘルプの作成及び関連付けは
終了です。また、画面ヘルプについては、同様に html ファイルを作成し、画面 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































WWW サーバーとして、 Apache をインストールします。























5. JavaTM 2 SDK, Standard Edition, v1 .3.1 のインストール
次に JDK をインストールします。
解凍されたファイルの "¥Server_APP¥j2sdk-1_3_1-win. exe"を実行しま 
す。
② 「次へ(N) >」ボタンをクリックします。 






















7. Apache JServ のインストール
次に Apache 用の java サーブレットエンジン Jserv をインストールします。 




























































#application／octet-stream bin dms lha lzh exe class
application／㏄tet-stream bin　dms　lha　lzh　exe　class　csv
11．jserv.confの設定
　　Apache　JServのインストール先フォルダ￥conf￥jserv.confを編集します。
　　次に示す例を参考に修正してください。
・追加
ApJServMount　／NierServlets　／nierservlet
12.jserv.propertiesの設定
　　Apache　JServのインストール先フォルダ￥conf￥jserv.propertiesを編集します。
　　ここではD：￥に環境を作成する例を示します。
　　次に示す例を参考に修正してください。
・追加
wrapper.classpath＝c：￥oracle￥ora81￥jdbc￥lib￥classes111．zip
wrapper.classpath＝c：￥oracle￥ora81￥jdbc￥lib￥classes12．zip
wrapper.classpath＝c：￥oracle￥ora81￥jdbc￥lib￥nls_charset11．zip
wrapper.classpath＝c：￥oracle￥ora81￥jdbc￥lib￥nls＿charset12．zip
※この例はC：￥ドライブにOracleをインストールした場合です。インストー
ル環境に合わせて変更してください。
・追加
zones＝nierservlet
・追加
nierservlet.properties＝d：￥Nier￥Servlets￥zone.properties
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13．zone.propertiesの設定
　　D：¥Nier￥Servlets￥zone.propertiesを編集します。ここではD：￥に環境を作成
　　する例を示します。
　　次に示す例を参考に修正してください。
・変更
#repositories＝c:￥program　files￥apache　group￥APache　JServ　1．1．2￥servlets
repositories=d：￥Nier￥Servlets
・変更
#　servlets.default.initArgs＝common.to.everybody＝Hi　everybody！
servlets.default.initArgs＝initJDBC＝jdbc:oracle:thin:＠nier:1521:nier，init
USER＝nier，initPASS＝nier，initCSVPATH＝D:￥Nier￥htdocs￥Csv
14．データベースの準備
①テーブルスペースの作成
　　Oracleのシステムアカウントで次のテーブルスペースを作成します。
　　テーブルスペース名：USERS01
　　テーブルスペースサイズ：（利用ユーザ数×1ユーザの登録（更新）回
　　数×1調査票の予想入力文字数）
　　　　　　　　　　　　　　上記数式で各調査票の必要バイト数を算出し
　　合計します。（文字数は全角1文字2
　　　　　　　　　　　　　　バイト）合計値に50Mバイト加算した結果が
　　テーブルスペースサイズになります。
②nierユーザの作成
　　Oracleユーザとして次のユーザを作成します。
　　ユーザID：nier
　　パスワード：nier
　　デフォルトテーブルスペース：USER01
　　権限：DBA
③基本テーブルの作成
　　nierユーザでSQL＊Plusを起動し、解凍ファイルの￥Table＿Create配下の
　　各スクリプトを実行します。
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15．サーバー管理ツールの準備
　　①サーバー管理ツール起動用バッチファイルの編集
　　　　D:￥Nier￥Utility￥サーバ管理ツール.batを編集します。ここではD：￥に環境を作
　　　　成する例を示します。次に示す例を参考に修正してください。
＠echo　off
REM　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
REM サーバ管理ツール起動用シェル　　　　　　　　　　　　　　＊
REM　Unixで利用する場合はこのシェルを参考に作成してください。＊
REM　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊：1：＊＊
REM 環境変数の設定＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
SET MY＿CLASSPATH＝D：¥Nier￥Utility¥Server_Utility.jar・・・・・・コ
ピー先のフォルダに変更
SET　ORALlB＝C:￥Oracle¥0ra81￥jdbc¥lib　　・・・・・・・・・・・…Oracle
のインストール先に変更
SET
ORACLE　CLASSPATH：％ORALlB％￥classes111．zip；％ORALlB％￥classes12．zip；％ORA
LlB%¥jndi.zip；
％ORALlB％￥jta.zip；％ORALlB％￥nls＿charset11．zip；％ORALIB％￥nls＿charset12．z?
C:￥jdk1．3.1￥bin￥java　－classpath ”％MY＿CLASSPATH％；％ORACLE＿CLASSPATH％”
Server_Utility.Appli_LOGIN D：¥Nier¥Utility¥admin.ini
exit
②初期化ファイルの編集
　　D：¥Nier￥Utility￥admin.iniを編集します。ここではD：￥に環境を作成する
　　例を示します。
　　次に示す例を参考に修正してください。
［Administrator　lnfo］
U_id：nier
Pass＝nier
［Oracle DataBase Connection］
initJDBC＝jdbc：oracle：oci8：＠
initUSER＝nier
initPASS＝nier
［LogFilePath］
LogFilePATH=”D:¥Nier¥logs￥error.log”
［FileCopy path］
FileCopyPATH＝”D:¥Nier￥htdocs￥”
［CreateTable］
UniqueSet＝”　UNlQUE　（USER＿lD，RECORD＿NAME，ANSWER＿DATE））”
TableSpace=”TABLESPACE USERS01 LOB(”
Store＝”　STORE　AS　（　TABLESPACE　USERS01　　ENABLE　STORAGE　lN　ROW　NOCACHE
LOGGlNG　CHUNK　8192）”
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